
野
鳥
は
島
の
宝
物

バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅
島

日
本
野
鳥
の
会
　
篠
木
秀
紀
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野
鳥
を
楽
し
む
自
然
愛
好
家
で
あ
る
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
と

っ
て
、
島
は
特
別
な
場
所
で
す
。
そ
れ
は
島
の
閉
鎖
的
な
環
境
の
中

で
育
ま
れ
た
、
珍
し
い
野
鳥
と
出
会
え
る
か
ら
で
す
。
三
宅
島
は
国

内
屈
指
の
野
鳥
の
宝
庫
で
あ
り
、
バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
島
で
は
野
鳥
を
資
源
と
し
て
持
続
可
能
な
形
で

観
光
に
活
用
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
誘
致
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

伊
豆
諸
島
・
三
宅
島
は
東
京
か
ら
約
一
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
太

平
洋
上
に
あ
る
周
囲
約
三
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
山
島
で
す
。
三
宅

島
は
二
〇
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
噴
火
し
て
い
る
非
常
に
活
発
な
火

山
で
、島
の
随
所
に
火
山
景
観
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、貴
重
な
照
葉

樹
林
や
南
方
系
の
海
水
魚
や
サ
ン
ゴ
、
そ
し
て
希
少
な
野
鳥
が
数
多

く
生
息
す
る
、
自
然
観
察
の
好
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
集

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ア
カ
コ
ッ
コ
や
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
な
ど
、
希
少
な

野
鳥
が
数
多
く
生
息
し
て
い
る
三
宅
島
。
村
で
は
日
本
野
鳥
の
会
と
協
力
し
、
野
鳥
た
ち
と
の

共
存
を
テ
ー
マ
に
島
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
「
野
鳥
は
島
の
宝
物
」
と
い
う
声
か
け
の

も
と
、
島
の
人
た
ち
も
自
ら
自
然
観
察
の
ガ
イ
ド
に
な
り
、
観
光
誘
致
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
バ

ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅
島
の
今
を
伝
え
る
。

海
と
島
の
日
本
・
ⅩⅠⅠ

バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅
島
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二
〇
〇
〇
年
噴
火
に
よ
り
三
宅
島
の
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し

た
。
噴
火
に
よ
っ
て
山
頂
部
が
大
き
く
陥
没
し
て
大
量
の
火
山
ガ
ス

が
発
生
し
、
森
林
は
約
六
割
の
地
域
で
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
自
然
の
回
復
は
早
く
、
現
在
で
は
緑
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
風
下
に
な
り
難
い
地
域
は
火
山
ガ
ス
に
よ
る
森
の
消
失
を

免
れ
て
、
噴
火
以
前
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
森
が
残
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
以
前
と
同
様
に
多
く
の
野
鳥
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
バ
ー

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
は
健
在
で
す
。

三
宅
島
が
バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
島
の
南

部
に
あ
る
周
囲
約
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
口
湖
・
大た

い

路ろ

池い
け

を
歩

い
て
み
る
と
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
は
火
山
ガ
ス
の
影
響
が
少
な
く
、

ス
ダ
ジ
イ
や
タ
ブ
ノ
キ
の
深
い
森
が
あ
り
、
鳥
た
ち
の
格
好
の
棲
み

処
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
宅
島
の
鳥
・
ア
カ
コ
ッ
コ
を
は
じ
め
と
す

る
固
有
の
鳥
た
ち
が
数
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
は

鳥
た
ち
の
生
息
密
度
と
そ
の
さ
え
ず
り
の
量
で
す
。
森
を
歩
け
ば
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
さ
え
ず
り
が
降
り
注
い
で
く
る
か
の
よ
う
で

す
。
こ
の
野
鳥
の
密
度
の
高
さ
、
と
く
に
絶
滅
危
惧
種
と
呼
ば
れ
る

希
少
な
野
鳥
の
多
さ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

ア
カ
コ
ッ
コ
は
全
長
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ツ
グ
ミ
の
仲

間
で
、
お
腹
の
赤
と
黒
い
頭
に
目
の
黄
色
い
縁
取
り
が
特
徴
の
か
わ

い
ら
し
い
鳥
で
す
。
こ
の
鳥
は
男
女
群
島
と
ト
カ
ラ
列
島
、
伊
豆
諸

島
の
み
に
生
息
、
国
の
天
然
記
念
物
で
絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
宅
島
に
は
ア
カ
コ
ッ
コ
を
含
め
て
国
の
天
然
記
念
物

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

三宅島で一番のバードウォッチングスポット、大路池。
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が
四
種
、
絶
滅
危
惧
種

八
種
が
繁
殖
し
て
い
ま

す
。
こ
の
規
模
の
島
で

こ
れ
だ
け
の
希
少
な
鳥

た
ち
が
繁
殖
し
て
い
る

こ
と
は
非
常
に
珍
し
い

こ
と
で
す
。

希
少
な
鳥
た
ち
が
、

な
ぜ
三
宅
島
に
高
密
度

に
生
息
し
て
い
る
の

か
？
　
は
っ
き
り
し
た

要
因
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
温
暖
な
気
候

や
良
好
な
照
葉
樹
林
が

残
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
天
敵
と
な
る
生
物

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
三
宅
島
に
は
雛
や
卵
を
捕
食
す
る
ヘ
ビ
が

い
ま
せ
ん
。
他
の
伊
豆
諸
島
の
島
に
は
分
布
し
て
い
る
た
め
、
元
々

は
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
過
去
の
大
き
な
噴
火
の
際
に
絶
え
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

度
重
な
る
噴
火
に
よ
る
攪
乱
や
黒
潮
に
よ
る
温
暖
な
気
候
、
そ
し

て
海
で
隔
絶
さ
れ
た
島
で
の
独
自
の
進
化
、
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

絡
み
あ
っ
た
結
果
、
野
鳥
に
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
築
か
れ
て
、
バ

ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
な
鳥
類
相
が
育
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
三
宅
島
の
す
ば
ら
し
い
野
鳥
と
の
生
息
環
境
を
守
り
た
い
と
、

日
本
野
鳥
の
会
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
三
宅
村
に
対
し
て
保
護
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
村
も
野
鳥
を
守
り
、
観

光
で
活
用
す
る
た
め
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
（
野
鳥
の
聖
域
）
の
基
本
構

想
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
米
軍
の
夜
間
離
発
着
訓
練
場
計

画
や
、
民
間
大
手
資
本
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

島
は
自
然
保
護
と
開
発
の
間
で
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
三
宅

村
は
、
開
発
で
豊
か
な
自
然
を
失
う
こ
と
よ
り
、
自
然
を
活
か
し
た

特
色
あ
る
観
光
を
選
択
し
た
の
で
す
。
島
の
自
然
を
活
か
し
た
観
光

推
進
を
決
意
し
た
三
宅
村
と
、
野
鳥
を
守
り
た
い
と
訴
え
続
け
た
当

会
と
の
協
力
で
、
一
九
九
三
年
「
ア
カ
コ
ッ
コ
館
」
が
開
設
さ
れ
、

バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅
島
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ア
カ
コ
ッ
コ
館
は
自
然
観
光
の
推
進
拠
点
と
し
て
大
き
く
期
待
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
運
営
に
は
三
宅
島
在
住
の
海
洋
学
者
、
故
ジ
ャ
ッ

ク
・
モ
イ
ヤ
ー
氏
も
携
わ
り
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
に
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
星
空
観
望
会
、

島
で
は〝
当
た
り
前
〞の

野
鳥
や
自
然
を
貴
重
な
資
源
と
し
て

三宅島を代表
する鳥、アカ
コッコ。
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草
花
観
察
会
と
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
合
計
七
〇

回
以
上
も
実
施
し
ま
し
た
。
専
門
家
の
常
駐
と
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
展
開
に
よ
っ
て
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
ま
し
た
。
一
方
、

オ
ー
プ
ン
当
時
は
村
民
に
と
っ
て
島
の
野
鳥
や
自
然
は
当
た
り
前
の

存
在
す
ぎ
て
、
関
心
は
高
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
ア
カ
コ
ッ

コ
館
で
は
、
村
民
向
け
に
観
察
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
企
画
展
、
小
中
学
校

へ
の
出
前
授
業
な
ど
を
実
施
し
、
島

の
野
鳥
の
魅
力
や
価
値
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一

九
九
八
年
の
設
立
五
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
島
の

鳥
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
こ
と
で
し
た
。
七
ヶ

国
か
ら
六
九
七
名
の
参
加
が
あ
り
、

多
く
の
研
究
者
や
専
門
家
が
集
ま
る

村
を
あ
げ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
を
経
て
、
ア
カ
コ

ッ
コ
の
島
・
三
宅
島
は
村
民
の
中
で

も
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
す
。

順
調
に
活
動
は
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た
二
〇
〇
〇
年
、
噴

火
が
起
こ
り
ま
し
た
。
三
宅
島
の
産

業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
ア

カ
コ
ッ
コ
館
も
五
年
間
の
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
帰
島
後
の
地

域
振
興
の
策
と
し
て
観
光
へ
の
期
待

は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
火
山
ガ

ス
の
影
響
に
よ
り
一
般
来
島
者
が
激

減
し
て
し
ま
う
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
か
ら
は
ア
カ
コ
ッ
コ
館
の
再
オ
ー

プ
ン
前
か
ら
「
い
つ
か
ら
行
っ
て
い

い
の
？
　
ア
カ
コ
ッ
コ
は
い
ま
も
い

る
の
？
」
と
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
一
般
の
来
島
が

許
可
さ
れ
た
直
後
か
ら
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
が
他
の
観
光
客
に
先
ん
じ

て
訪
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

野
鳥
に
よ
る
観
光
客
誘
致
が
注
目
さ

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

火
山
に
ま
け
な
い
、

野
鳥
に
よ
る
三
宅
島
復
興
作
戦

三宅島の自然観光の拠点施設「アカコッコ館」。
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れ
ま
し
た
。
火
山
ガ
ス
の
被
害
が
少
な
い
大
路
池
に
は
、
野
鳥
の
さ

え
ず
り
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
観
光
の
素
材
と
し
て
も
申
し
分
な
い

も
の
で
す
。「
野
鳥
で
島
を
元
気
に
し
た
い
！
」
と
の
思
い
も
強
く

な
り
、
野
鳥
に
よ
る
三
宅
島
の
復
興
を
目
指
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
を
誘
致
す
る
新
た
な
挑
戦
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

①
定
期
航
路
・
東
海
汽
船
の
日
本
野
鳥
の
会
会
員
割
り
引
き

三
宅
島
へ
の
主
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
定
期
航
路
。
日
本
野
鳥
の

会
か
ら
運
営
会
社
の
東
海
汽
船
に
働
き
か
け
て
協
力
を
得

て
、
多
く
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が
所
属
す
る
日
本
野

鳥
の
会
会
員
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
割
り
引
き
サ
ー
ビ
ス
を
用

意
し
ま
し
た
。
噴
火
後
の
二
〇
〇
七
年
よ
り
開
始
し
、
帰

り
の
航
路
で
は
船
上
か
ら
海
鳥
の
観
察
も
で
き
る
た
め
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
好
評
で
す
。

②
三
宅
島
「
鳥
パ
ス
」
を
設
定

島
内
を
一
周
す
る
村
営
の
路
線
バ
ス
を
使
い
、
も
っ
と

安
価
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
村

営
バ
ス
の
フ
リ
ー
パ
ス
、
ア
カ
コ
ッ
コ
館
入
館
券
、
村
営

温
泉
施
設
入
館
券
の
セ
ッ
ト
「
三
宅
島
鳥
パ
ス
」
を
販
売

し
ま
し
た
。
ア
カ
コ
ッ
コ
館
が
企
画
し
、
三
宅
村
に
よ
っ

て
実
現
し
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
と
く
に
個
人
客
に
好
評

で
し
た
。

③
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
宿
・
日
本
野
鳥
の
会
の
協
定

旅
館日

本
野
鳥
の
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
宿
泊
料
金
の
割
り
引

き
を
受
け
ら
れ
る
協
定
旅
館
が
二
軒
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
優
し
い
島
」

を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
数
々

早朝5時でも
バードウォッ
チャーでにぎ
わうアカコッ
コ館。

村営バスに乗
りほうだいの
フリーパス
「鳥パス」は
バードウォッ
チャーに好評
だった。



59 しま 224  2011.1

の
宿
も
帰
島
後
に
協
定
旅
館
に
登
録
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
宿
に
は
順
調

に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

④
「
ア
カ
コ
ッ
コ
館
」
特
別
早
朝
五
時
開
館

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
五
月
〜
六
月
の

土
、
日
曜
日
は
、
定
期
船
の
到
着
に
合
わ
せ
て
早
朝
五
時
に
開
館
し

て
い
ま
す
。
公
営
施
設
と
し
て
は
と
て
も
珍
し
い
試
み
で
す
。
島
に

到
着
す
る
と
、
多
く
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
は
す
ぐ
に
観
察
を
は

じ
め
ま
す
。
早
朝
に
ア
カ
コ
ッ
コ
館
で
島
内
の
鳥
に
つ
い
て
最
新
情

報
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
は
好

評
で
す
。

①
希
少
種
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

海
鳥
で
あ
る
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
を
見
る
エ
コ
ツ
ア
ー
で
す
。

推
定
個
体
数
五
、
六
〇
〇
〇
羽
程
度
と
海
鳥
と
し
て
は
極
め
て
少
な

い
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
憧
れ
の
鳥
で
す
。
日
本
野
鳥
の
会
で
は

三
宅
島
を
拠
点
と
し
て
一
九
九
五
年
か
ら
保
護
の
た
め
の
調
査
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
保
護
と
資
源
化
の
両
立

の
た
め
に
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
試
行
し
て
き
ま
し
た
。

遊
漁
船
を
使
う
た
め
漁
協
や
漁
師
と
の
交
渉
や
、
観
察
ル
ー
ル
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
実
現
し
ま
し
た
。
募
集
を
開
始
す
る
と
す
ぐ

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

魅
力
的
な

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

カンムリウミスズ
メを漁船から観察
するエコツアー。
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に
定
員
が
埋
ま
り
、
申
し
込
め
な
か
っ
た
お
客
さ
ん
が
翌
年
ま
で
待

っ
て
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
人
気
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
二

〇
一
〇
年
か
ら
は
民
間
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
始
ま
り
、
主
体
は
そ
ち

ら
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

②
日
本
一
の
さ
え
ず
り
の
小
径
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

二
〇
〇
九
年
か
ら
開
始
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
五
月
〜
六
月

の
土
曜
日
は
す
べ
て
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
ガ
イ
ド
す
る
大
路
池
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
初

■北川洋夫さん
（漁師、北洋丸船長、

カンムリウミスズメのツアー、
調査に協力）

らのメッセージ

子どものころにはカンムリウミスズ
メはたくさんいたよ。カンムリウミス
ズメは飛んでも、泳いでも動きが可愛
いよな。あいつは特別だよ。心配なの
は生態系が変わっていること。昔に比
べれば魚も鳥も少なくなったよ。自然
があっての人間だし、自然がなくちゃ
人間は生きていけないよ。調査に関わ
っているのも、増減が気になるし、何
で減っているのか知りたいんだよな。
カンムリウミスズメのツアーはおもし
ろいよ。カンムリウミスズメ見れると、
お客が興奮しているもんな。嬉しいも
んだよ。ツアー1回で50羽ぐらい最低
見せないと俺も満足できないよ。鳥の
ために俺ができることは何でもやって
いくつもりだよ。

■島村幸明さん
（三宅村役場観光振興課長）

三宅島は、陸のアカコッコ、海のカ
ンムリウミスズメとバードウォッチャ
ー垂涎の希少種に出会える自然豊かな
島です。しかし、2000年の噴火では全
住民が島外避難を余儀なくされた厳し
い自然条件の下にあります。三宅島の
豊かな自然は、その美しさで人々を魅
了しますが、一方で冷酷な厳しさで迫
ってきます。先人たちは、知恵と勇気
をもって幾多の試練を乗り越えてその
自然の恩恵を受け止めてきました。本
村では、三宅島型エコツーリズムの実
現を目指して、アカコッコ館を中心と
して野鳥だけでなく、火山島としての
三宅島の特徴を活かしたさまざまなテ
ーマのソフトづくりが進められていま
す。その中でもとくに自然ガイドの養
成をはじめとする人材育成事業が急務
です。三宅島の観光における最大の資
源は自然です。その資源をどのように
活用していくかが、島おこしの鍵だと
考えています。
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心
者
や
経
験
が
な
い
人
で
も
、
三
宅
島
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ま
た
野
鳥
の
保
護
と
安
心
し
て
観
察
で
き
る

よ
う
大
路
池
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
規
制
を
二
〇
〇
九
年
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

③
村
民
自
然
ガ
イ
ド
が
島
内
を
案
内

三
宅
島
の
野
鳥
や
自
然
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
カ
コ
ッ

コ
館
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
で
は
数
が
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
村
民
を

対
象
に
自
然
ガ
イ
ド
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
鳥
、
火
山
、
植

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

三宅島住民か

■穴原美奈さん
（自然ふれあい友の会メンバー）

私は家族とアカコッコ館の自然観察
会に参加したことがきっかけで、三宅
島独特の興味深い野鳥の世界に引き込
まれました。三宅島の野鳥たちは火山
島の恩恵を何らかの形で受けて、生き
生きとした暮らしを営んでいます。私
は魅力あふれる三宅島の自然環境と野
鳥たちを多くの皆さんとやさしい気持
ちで満喫したいです。そのために島の
自然を愛する人たちで組織する「三宅
島自然ふれあい友の会」の活動をとお
して、大路池の森や海岸のゴミ拾いを
したり、ゴミ問題についての意見交換
をして日常生活からゴミを減らす工夫
を一緒に考え、取り組んでいます。自
然豊かな三宅島を大切にすることから
きっと、かけがえのない地球を守る姿
勢が見えてくるのではないでしょうか。

■野田博之さん
（民宿経営、

ダイビングインストラクター、
自然ガイド）

野鳥のシーズンは今まではうちの宿
にとって閑散期のような感じでした。
昔から三宅島はバードアイランドだし
野鳥に興味はあったけど、本格的に取
り組みはじめたのは噴火後です。ダイ
ビングと両立できる新しいメニューが
ほしいと思っていました。島では商業
ベースで野鳥を扱っている人もいない
ので、もったいない、開拓したいとい
う思いもありました。帰島後に日本野
鳥の会の協定旅館に登録して、今年か
らカンムリウミスズメのツアーもはじ
めました。新鮮でおもしろいですよ。
鳥のお客さんは少しずつ増えています。
バードウォッチャーのことも分かって
きたので、新しいサービスをつくって
いきます。
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物
、
島
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
を
実
践
し
て
お
り
、
プ
ロ
の
ガ
イ

ド
と
し
て
活
躍
す
る
人
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
将
来
は
エ
コ
ツ
ア
ー

を
三
宅
島
の
産
業
に
す
る
た
め
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
江
戸
家
猫
八
師
匠
が
自
然
ふ
れ
あ
い
観
光
大
使
に
就
任

動
物
の
鳴
き
ま
ね
で
有
名
な
猫
八
師
匠
は
大
の
鳥
好
き
で
、
ベ
テ

ラ
ン
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
三
宅
島
フ
ァ
ン
で

あ
る
師
匠
に
お
願
い
し
、「
自
然
ふ
れ
あ
い
大
使
」
に
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
三
年
連
続
で
三
宅
島
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
注
目
を
集
め
た
だ
け
で
な
く
、
村
民
の
野
鳥
へ

の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

②
日
本
野
鳥
の
会
が
広
報
に
協
力

野
鳥
に
関
連
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
へ
の
露
出
を
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
野
鳥
の
会
も
三
宅
島
の
広
報
に
協
力
を
し

て
い
ま
す
。
発
行
部
数
五
万
部
の
会
誌
『
野
鳥
』
や
、
四
〇
万
部
の

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
『
ト
リ
ー
ノ
』
な
ど
の
媒
体
を
使
い
、
頻
繁
に
三

宅
島
の
活
動
に
つ
い
て
発
信
、
話
題
作
り
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

③
バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
浸
透

毎
年
五
月
〜
六
月
に
か
け
て
、「
バ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
銘
打
ち
、
ア
カ
コ
ッ
コ
館
の
朝
五
時
開
館
や
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
周
知
し
て
い
ま
す
。
三
宅
村
で
は
バ
ス
停
の
標
識

の
マ
ー
ク
や
航
空
路
の
再
開
時
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
シ
ン
ボ
ル
バ
ー

ド
・
ア
カ
コ
ッ
コ
を
使
用
し
、
移
動
中
も
つ
ね
に
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
て
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大
路
池
の
看
板
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
も
「
日
本
一
の
さ
え
ず
り
の
小
径
」
の
キ
ャ
ッ
チ
を
入
れ
、

三
宅
島
全
体
で
バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
浸
透
に
努
め
て

■財団法人　日本野鳥の会
（1934年創設、会長：柳生　博）

野鳥や自然のすばらしさを伝えながら、自然と人間が共存する豊
かな社会の実現を目指して活動している民間の自然保護団体です。
どなたでも入会することができ、全国に5万人の会員・サポーター
と、会員がつくる90の支部が、自然を守る活動を支えています。
1993年より伊豆諸島の三宅島で、野鳥や島の自然を守りながら
活かす取り組みを、三宅村と協力しながら行っています。また
2009年に迎えた創立75周年を機に、世界でも日本近海にのみ生息
する絶滅危惧の海鳥カンムリウミスズメの保護に積極的に取り組ん
でいます。

●問い合わせ先
日本野鳥の会（メディアグループ）
〒141-0031 東京都品川区西五反田3-9-23丸和ビル
TEL／03-5436-2632 http://www.wbsj.org/

三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館
〒100-1211 東京都三宅島三宅村坪田4188
TEL／04994-6-0410
http://www.wbsj.org/sanctuary/miyake/index.html

バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の

話
題
づ
く
り
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い
ま
す
。

三
宅
島
で
は
野
鳥
を
観
光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
迎
え
よ
う
と
い
う
機
運
が
着
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
野
鳥
で
の
観
光
振
興
を
図
る
な
ら
、
野
鳥
を
守
り
な

が
ら
活
用
し
て
こ
そ
持
続
可
能
な
資
源
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
村
民
に
「
島
の
野
鳥
は
宝
。
自
分
た
ち
が
守
る
」
と
い
う
意
識
が

必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
村
民
に
島
の
野
鳥
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
野

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

三宅島の自然ふれあい大使に
就任した4代目江戸家猫八師匠。

■「カンムリウミスズメ」を探してください！
カンムリウミスズメは全長約24㎝ほどで、頭
部に特徴的な3～5㎝の黒い冠羽があります。洋
上で見かけると、「チュイ、チュイ、チュイ…」
などと鳴き、とてもかわいらしい鳥です。全世
界での推定個体数は5000～6000羽、多くても1
万羽以下とされる希少な鳥で、絶滅が危惧され
ています。日本近海の離島や岩礁でのみ繁殖し
ますが、繁殖期以外の時期にどこの海域で生息
しているかはよくわかっておらず、広く目撃情
報の提供を呼びかけています。
これまで寄せられた情報では、非繁殖期に三陸
沖や北海道東部沖などで発見されていますが、
まだ情報は不足しています。あなたの目撃記録
が、新発見につながるかもしれません。航路や
海岸などで見かけた際には、ぜひ情報をお寄せ
ください。

■情報の送り先

観察した日時、およその位置、観察時の状況
などを明記いただき、郵送、FAX、電子メール
などで以下までお送りください。

日本野鳥の会　会員室
カンムリウミスズメ情報係
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-9-23丸和ビル
FAX：03-5436-2635
e-mail：media@wbsj.org
詳しくは当会ホームページへ
（https://www.wbsj.org/form/nature/sw/
form.html）

バス停の標識でもアカコッコに会える。

野
鳥
を
守
り
な
が
ら

活
用
す
る
た
め
に
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鳥
を
守
る
た
め
に
参
加
で
き
る
機
会
を
拡
充
し
ま
し
た
。
カ
ン
ム
リ

ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
希
少
さ
や
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
島
内
全

戸
に
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
小
冊
子
を
配
布
し
た
り
、
中
学
校
の

郷
土
学
習
で
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
村
主
催
で
カ
ン
ム
リ
ウ

ミ
ス
ズ
メ
を
守
る
た
め
の
海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。
二

〇
〇
八
年
か
ら
は
ア
カ
コ
ッ
コ
の
生
息
数
を
調
べ
る
一
斉
調
査
を
、

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
三
〇
名
程
度

が
集
ま
り
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
検
討
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
集
め
を
村
民
自
身
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。
島
の
中
で
反
響
が
現

れ
は
じ
め
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
保
護
活
動
に
協
力
す
る
漁
師

が
増
え
、「
自
然
ふ
れ
あ
い
友
の
会
」
は
独
自
に
調
査
を
始
め
ま
し

た
。
磯
釣
り
の
祭
典
で
は
、
釣
り
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
活
動
に
協

力
要
請
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
島
の
野
鳥
や
自
然
を
守
り
た

い
と
い
う
意
識
は
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

三宅中学校の郷土
学習ではカンムリ
ウミスズメがテー
マとなった。

篠
しの

木
き

秀
ひで

紀
のり

1975年福島県生まれ。日
本野鳥の会サンクチュアリ
室所属。大学時代は伊豆大
島でカラスバトの研究をし
ていた。東京港野鳥公園、
根室市春国岱原生野鳥公園
のレンジャーを経て、噴火
後の2005年より三宅島自
然ふれあいセンターアカコ
ッコ館に勤務。現在4代目
チーフレンジャーとして、
自然ガイドの育成などを手
掛ける。
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島
の
野
鳥
や
自
然
を
守
る
こ
と
は
、
法
律
が
あ
る
か
ら
と
い
う
だ

け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
守
っ
て
い
く
こ
と
は
当
た
り
前
と

い
う
意
識
を
村
民
が
持
ち
、
資
源
を
持
続
可
能
に
使
う
文
化
を
作
る

こ
と
。
こ
れ
が
三
宅
島
流
の
人
と
自
然
の
共
存
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
増
加
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す
る
機

会
が
増
え
た
こ
と
で
、
土
産
物
を
扱
う
商
店
か
ら
野
鳥
を
素
材
に
し

た
新
た
な
グ
ッ
ズ
が
企
画
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
島
内
で
も
野
鳥
へ
の

関
心
が
よ
り
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
流
れ
の
強
化
の

た
め
、
村
長
は
い
ま
ま
で
以
上
に
バ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅
島
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
村
政
方
針
で
表
明
し
て
い
ま
す
。
広
報
に

努
力
し
て
い
る
結
果
、
島
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、
ツ
ア
ー
で
の
来

島
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
自
然
ガ
イ
ド
や
観
光
協
会
、

商
工
会
と
横
の
連
携
を
強
化
し
て
、
島
一
体
と
な
っ
て
三
宅
島
型
の

エ
コ
ツ
ア
ー
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
多
く
の
村
民
が
主
体
的
に
自
然
資

源
を
守
る
し
く
み
を
作
り
、
野
鳥
を
活
か
し
た
持
続
的
な
社
会
発
展

が
で
き
る
島
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
三
宅
島
内

に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
色
の
あ
る
伊
豆
諸
島
の
島
々
と
協
力
し
て
、
よ

り
大
き
な
広
が
り
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
島
に
は
、
特
色
と
魅
力
あ
る
野
鳥
や
自
然
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
島
の
魅
力
的
な
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
野
鳥
に
目
を
向

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
島
で
も
未
来
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

■

特集 海と島の日本・ⅩⅠⅠ

東京の南約180kmの太平洋上に
位置する。面積55.40km2、周囲
38.3km、人口2,794人（平成22
年12月現在）。自然環境に恵ま
れ、バードウォッチングや磯釣
り、ダイビングなどのスポット
が数多く点在している。平成12
年6月の雄山の噴火により全島
避難を余儀なくされが、同17年
2月に避難指示が解除。現在も
一部の地域は立ち入り禁止エリ
アとなっているが、自然環境を
活かした観光事業に力を入れ、
交流人口も増えてきている。

三
み

宅
やけ

島
じま

data
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こ
れ
か
ら
も
、

野
鳥
を
活
か
し
た
島
づ
く
り
を


